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１．AIを中国株運用に活用
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身近な生活で活用されるAI（人工知能）

日常生活の様々な場面でAIの技術が活用され始めています。

→資産運用の課題解決にも「AI」を活用

天候データの解析
コールセンターの
オペレーション業務サポート

レシピの開発

音声認識システム

顔認識システム

上記はイメージであり、実際とは異なる場合があります。 3
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一般的な運用スタイルとAIを活用した運用モデルの違い①

一般的な運用スタイル

投資銘柄を選定

しかし・・
理論的ではない株価の動き（業績の反映度が低いなど）は予想が難しい

〈運用者・運用チームによる分析〉

〈投資情報の収集〉

• 収益成長は？
• 資金の流れは？
• 経済指標は？

など

UBPインベストメンツ提供資料を基に作成
上記の「一般的な運用スタイル」は分かりやすく理解するためのイメージを示したものであり、全ての運用スタ
イルに当てはまるものではありません。
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調査・分析
企業訪問・
セミナー
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投資銘柄を選定

株式市場の大量のデータ（過去の株価パターン）から情報を分析・学習し、
投資判断を行うことで運用収益の獲得を目指す

〈活用するデータ〉

• 株価の変動率
（ボラティリティ）
• 売買高
• 予想配当

などのテクニカルデータ

〈AIによる分析〉

AIモデルの開発・
メンテナンス

UBPインベストメンツ提供資料を基に作成
上記の「中国株 AI運用ファンド」の運用スタイルを簡易的に示したイメージであり、全てを説明したものでは
ありません。

一般的な運用スタイルとAIを活用した運用モデルの違い②
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「中国株 AI運用ファンド」の運用スタイル：AIを活用した運用モデル

AIモデルによる
データ分析
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AIによるパターン分析とは①

分析対象となるデータの数（頻度、ボリューム）が多ければ多いほど予測精度
の向上が期待できます。

次は過去70%
以上の確率で・・・

パターン1

パターン2

UBPインベストメンツ提供資料を基に作成
上記はAIによるパターン分析を分かりやすく説明するためのイメージであり、全てを説明したものではありません。
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次は過去70%
以上の確率で・・・

ジャンケン勝負の例：次、何を出すか？を分析する
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過去70%以上の
確率で１週間後の

株価は・・・

分析するデータは頻度高く、
数多く取得できることが重要

下落

上昇

or

〈株価の変動イメージ〉

AIによるパターン分析とは②

POINT

UBPインベストメンツ提供資料を基に作成
上記はAIによるパターン分析を分かりやすく説明するためのイメージであり、全てを説明したものではありません。

POINT

AIによる株価予想のイメージ：株価の変動（ボラティリティ）から
１週間後の株価の方向性を分析する

実際の運用では、より多くのインプットデータと
パターンを基にした複雑な分析が必要になります。

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwir6PbgxNbhAhUnx4sBHZU2D-0QjRx6BAgBEAU&url=https://globalstream-news.com/post-18250/&psig=AOvVaw12WoY-v38WtIkI6Kdk8v_e&ust=1555570021011983


２．中国株市場の状況
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中国株市場の特徴

中国株市場は相対的に個人投資家の比率が高い環境にあります。

上記は過去の実績を示したものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

〈中国株市場〉 〈日本株市場〉

85％

17％

出所：上海証券取引所、東京証券取引所のデータを基に作成
期間：2016年末時点
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国別投資家比率の比較
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中国株投資には株価変動率（ボラティリティ）の分析が有効

出所：Bloombergより作成
期間：2012年12月末～2019年4月22日

（年/月）

株価の変動率
（ボラティリティ）

〈株価変動率の分析が有効と考える理由〉

•投資家の心理を反映

•データの頻度が高く、数多く取得可能

•数値が確定データ
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上記は過去の実績を示したものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

国別投資家比率の比較

各国株価指数の価格変動率（ボラティリティ）の推移

AIモデルを活用することで、変動・下落リスクを抑えながら長期的に
中国株市場の成長を享受することを目指します。



３．「中国株 AI運用ファンド」について
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上記は、ファンドの運用で行う各モデルを簡易的に示したイメージであり、全てを説明しているものではありません。

銘柄選定の３Step

12

Step

1

Step

2

Step

3

組入銘柄を決定！
大量のテクニカルデータから、銘柄の上昇、
下落をAIモデルが予想

銘柄ごとのウェイトを決定！
現在の相場環境に適しているかを
AIモデルが判断

株式組入比率を決定！
株式市場の変化を察知し、下落に備える

最小0％まで株式組入比率を減らす

株式ポートフォリオの作成

上昇が期待される銘柄
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上記は作成時点において過去の実績などを示したものであり、将来の成果等をお約束するものではありません。

（ご参考）UBP中国株AI戦略（類似戦略）の運用実績①
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パフォーマンスの推移（現地通貨ベース）

出所：UBP、Bloombergより作成
期間：2016年2月14日～2018年7月31日（2016年2月14日時点を100として指数化）※パフォーマンスは手数料控除前

上記は、「中国株 AI運用ファンド」と類似戦略で運用を行う「UBP中国株AI戦略」の運用実績です。参考情報とし
て提供することのみを目的として掲載しており、「中国株 AI運用ファンド」の運用実績ではありません。
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（ご参考）UBP中国株AI戦略（類似戦略）の運用実績②

出所：UBPインベストメンツ※各組入比率はポートフォリオの株式組入比率を100％として算出
上記は作成時点において過去の実績などを示したものであり、将来の成果等をお約束するものではありません。

2016年7月末時点（銘柄数：120）

2017年7月末時点（銘柄数：144）

2018年7月末時点（銘柄数：94）

組入比率上位銘柄の変遷

上記は、「中国株 AI運用ファンド」と類似戦略で運用を行う「UBP中国株AI戦略」の運用実績です。参考情報とし
て提供することのみを目的として掲載しており、「中国株 AI運用ファンド」の運用実績ではありません。
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中国にとってある程度のGDP成長を長期的に続けることが重要

徐々に安定成長へ

平均成長率：約10%※1
平均成長率：約9%※2

（％）

出所：IMF「World Economic Outlook Database, April 
2019」より作成
期間：1989年～2022年（2019年以降は推計値）
※1：平均成長率は1991年～2014年

出所：内閣府ホームページ「1998年度国民経済計算
（1990基準・68SNA）」より作成
期間：1956年～1985年
※2：平均成長率は1956年～1973年

中国経済：６％は十分な成長率

世界の工場としての成長は頭打ちになっている今、ニューエコノミーによる内需主
導の成長への転換が重要になります。

中国のGDP成長率推移

上記は作成時点において過去の実績などを示したものであり、将来の成果等をお約束するものではありません。

（％）
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当ファンドを運用するUBPのご紹介

16
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当ファンドを運用するUBPのご紹介

【当ファンドが投資対象とする外国投資信託について】

 投資顧問会社：ユニオン・バンケール・ジェスティヨン・アンスティテュシオネル（フランス）
エスエーエス

 副投資顧問会社：UBP インベストメント・マネジメント（上海）リミテッド

【当ファンドのAI運用チームのご紹介】
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中国株 AI運用ファンドのポイント

 上海・深セン証券取引所に上場されている人民元建て株式（中国
A株）等に投資を行い、信託財産の成長を図ることを目指します。

 UBPインベストメント・マネジメント（上海）リミテッドが独自に開発した
ＡＩ（人工知能）モデルを活用した運用を行います。

＜当ファンドへの投資における留意点＞
当ファンドではＡＩモデルを利用して運用を行いますが、ＡＩモデルによりなされた銘柄選択・売買
およびそれに伴う運用成果については、その結果でしか是非が判断できず、基準価額変動の背景に
ある要因の報告ができないことをご了承ください。
なお、運用状況等について可能な範囲での情報は提供させていただきます。

 実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。

くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）にて必ずご確認ください。
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当ファンドの主なリスクと留意点①

19くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）にて必ずご確認ください。
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当ファンドの主なリスクと留意点②

くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）にて必ずご確認ください。
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当ファンドの主なリスクと留意点③

21くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）にて必ずご確認ください。



～始めよう！続けよう！投資信託で資産運用～

中国株投資はAI運用で！

情報提供資料

22

当ファンドの主なリスクと留意点④

くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）にて必ずご確認ください。
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お申込みメモ

23くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）にて必ずご確認ください。
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お客様にご負担いただく手数料等について／ファンドの委託会社およびその他の関係法人の概況

24くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）にて必ずご確認ください。



投資にかかる手数料等およびリスク

【投資信託の取引にかかるリスク】
●主な投資対象が国内株式
組み入れた株式の値動きにより基準価額が上下しますので、これにより投資元本を割り込むおそれがあります。
●主な投資対象が円建て公社債
金利の変動等による組み入れ債券の値動きにより基準価額が上下しますので、これにより投資元本を割り込むおそれがあります。
●主な投資対象が株式・一般債にわたっており、かつ、円建て・外貨建ての両方にわたっているもの
組み入れた株式や債券の値動き、為替相場の変動等の影響により基準価額が上下しますので、これにより投資元本を割り込むおそ
れがあります。

【投資信託の取引にかかる費用】
各商品は、銘柄ごとに設定された買付又は換金手数料（最大税込4.32％）およびファンドの管理費用（含む信託報酬）等の諸経
費をご負担いただく場合があります。また、一部の投資信託には、原則として換金できない期間（クローズド期間）が設けられて
いる場合があります。

●お買付時にお客様に直接ご負担いただく主な費用
「買付手数料」：ファンドによって異なります。
●保有期間中に間接的にご負担いただく主な費用
「ファンドの管理費用（含む信託報酬）」：ファンドによって異なります。
●ご換金時にお客様に直接ご負担いただく主な費用
「信託財産留保額」「換金手数料」：ファンドによって異なります。

買付・換金手数料、ファンドの管理費用（含む信託報酬）、信託財産留保額以外にお客様にご負担いただく「その他の費用・手数
料等」には、信託財産にかかる監査報酬、信託財産にかかる租税、信託事務の処理に関する諸費用、組入有価証券の売買委託手数
料、外貨建資産の保管等に要する費用、受託会社の立替えた立替金の利息等がありますが、詳細につきましては「目論見書」で必
ずご確認いただきますようお願いいたします。
また、「その他の費用・手数料等」については、資産規模や運用状況によって変動したり、保有期間によって異なったりしますの
で、事前に料率や上限額を表示することはできません。
各商品のお取引にあたっては、当該商品の目論見書、契約締結前交付書面等をよくお読みになり、内容について十分にご理解いた
だくよう、お願いいたします。



投資にかかる手数料等およびリスク

【投資信託に関する情報提供について】
・楽天証券株式会社がウェブページ上で掲載している投資信託関連ページは、お取引の参考となる情報の提供を目的と
して作成したものであり、投資勧誘や特定銘柄への投資を推奨するものではありません。
・各投資信託関連ページに掲載している投資信託は、お客様の投資目的、リスク許容度に必ずしも合致するものではあ
りません。投資に関する最終決定はお客様ご自身の判断でなさるようお願いいたします。
・各投資信託関連ページで提供している個別投資信託の運用実績その他の情報は、当該投資信託の今後の運用成果を予
想または示唆するものではなく、また、将来の運用成果をお約束するものでもありません。

（楽天証券分類およびファンドスコアについて）
・楽天証券ファンドスコアは、「運用実績」を一定の算出基準に基づき定量的に計算したもので今後の運用成果を予想
または示唆するものではなく、将来の運用成果をお約束するものでもありません。最終的な投資判断は、運用コスト、
残高の規模、資金流出入額、運用プロセス、運用体制等を考慮し、お客様ご自身でなさるようお願いいたします。
・情報提供：株式会社QUICK
各投資信託関連ページに掲載している情報（以下「本情報」という）に関する知的財産権は、楽天証券株式会社、株式
会社QUICKまたは同社の情報提供元（以上三社を合わせて「情報提供元」という）に帰属します。本情報の内容につい
ては万全を期しておりますが、その内容を保証するものではなく、これらの情報によって生じた損害について、情報提
供元は原因の如何を問わず一切の責任を負いません。本情報の内容については、蓄積・編集加工・二次加工を禁じま
す。また、予告なしに変更を行うことがあります。

商号等：楽天証券株式会社／金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号、商品先物取引業者
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、日本商品先物取引協会、一般社団法人第二種金融商品
取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
確定拠出年金運営機関 登録番号774




